
  Technical Brief DS90003355A_JP – p. 1 
© 2025 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

MPLAB® Data Visualizerを32ビットMCUベースの

Curiosity Nano評価用キットで使う方法 
TB3355 

 

 
  

はじめに 
MPLAB® Data Visualizerは、実行中の組み込みターゲットからデータを処理および表示するソフトウェア アプリ

ケーションです。MPLAB X IDE内からアクセスする事もスタンドアロン プログラムとして使う事もできます。

このアプリケーションを使うと、開発者がリアルタイムでデータをグラフィカルに確認できるため、デバッグと

データ分析に役立ちます。 

MPLAB® Harmony v3は相互に互換で相互運用可能なモジュールで構成されたソフトウェア開発フレームワーク

であり、PLIB(周辺モジュール ライブラリ)、ドライバ、システムサービス、ミドルウェア、サードパーティ ラ
イブラリを含んでいます。MCC (MPLAB Code Configurator)はGUIベースのツールであり、各種MPLAB 
Harmonyモジュールを簡単に有効化して設定できます。MCCはMPLAB X IDE(統合開発環境)のプラグインです。 

本書では、32ビットMCUベースのCuriosity Nano評価用キットで、MCCとMPLAB Harmony v3モジュールを

使ってシンプルなDGI (Data Gateway Interface) GPIOアプリケーションを開発する方法を説明します。このアプ

リケーションの目的はタイムアウト  ベースでDGI GPIOをトグルし、そのGPIOのトグルをMPLAB Data 
Visualizer上に表示する事です。MCCを使って以下のMPLAB Harmony v3モジュールを設定します。 

• DGI GPIOをトグルするPORTピン 
• DGI GPIOトグルの遅延を発生させるSysTickタイマ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意: この日本語版文書は参考資料としてご利用ください。 
最新情報は必ずオリジナルの英語版をご参照願います。 

https://www.microchip.com/en-us/tools-resources/debug/mplab-data-visualizer
https://www.microchip.com/mplab/mplab-harmony
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1. Curiosity Nano評価用キットにおけるDGI (Data Gateway 
Interface) GPIOアプリケーションの開発 
全ての32ビットCuriosity Nano評価用キットはオンボード デバッガ(nEDBG)の一部として1つのロジック 
アナライザ(DGI GPIO)を備えています。つまり、DGI (Data Gateway Interface) GPIOを使って1つの

GPIOをMPLAB X Data Visualizer上で監視またはプロットできます。データのプロットを可視化するに

はCuriosity Nano評価用キットをDGI GPIOトグルコードを使ってプログラムする必要があります。 

SAME51 Curiosity Nano評価用キット上でDGI (Data Gateway Interface) GPIO用のGPIOトグル プロジェ

クトを作成するには、以下の手順を使います。 

Note: 以下の手順はその他の32ビットCuriosity Nano評価用キット、オンボード デバッガ(nEDBG)の一

部としてDGIピンをサポートしている将来のCuriosity Nano評価用キットでも使う事ができます。 

• SAM D21 Curiosity Nano評価用キット 
• PIC32CM MC00 Curiosity Nano評価用キット 

以下のソフトウェアおよびハードウェア ツールを使います。 
• MPLAB® X IDE v6.20 
• MPLAB® Code Configurator (MCC)プラグインv5.5.0 
• MPLAB® XC32コンパイラv4.35 
• MPLAB Harmony v3リポジトリ: csp v3.18.2 
• SAM E51 Curiosity Nano評価用キット 

Note: 上に挙げたツールが更新された場合、その新バージョンでアプリケーションを作成できます。 

MPLAB Harmony v3ベースのプロジェクトを作成するには以下のステップを実行します。 

1. [スタート]メニューからMPLAB X IDEを起動します。 
2. [File] > [New Project]を選択します(または[New Project]アイコンをクリックします)。 
3. [New Project]ウィンドウの左側ナビゲーション バーの[Steps]の下にある[Choose Project]をクリッ

クします。 
4. [Choose Project]プロパティページで以下を行います。 

a. [Categories]: [Microchip Embedded]を選択します。 
b. [Projects]: [Application Project(s)]を選択します。 

 

https://www.microchip.com/en-us/development-tool/DM320119
https://www.microchip.com/en-us/development-tool/EV10N93A
https://www.microchip.com/en-us/tools-resources/develop/mplab-x-ide
https://www.microchip.com/en-us/tools-resources/configure/mplab-code-configurator
https://www.microchip.com/en-us/tools-resources/develop/mplab-xc-compilers
https://github.com/Microchip-MPLAB-Harmony/csp
https://www.microchip.com/en-us/development-tool/ev76s68a
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図1-1. プロジェクトの選択 

 
 

5. [Next]をクリックします。 
6. 左側ナビゲーション バーで[Select Device]をクリックします。 
7. [Select Device]プロパティページで以下の情報を入力します。 

a. [Device]: SAM E51 Curiosity Nano評価用キットのプロジェクトを作成するため、ドロップダウ

ン リストから[ATSAME51J20A]を選択します(入力したデバイスは[Target Device]に反映されま

す)。 
b. [Tool]: ドロップダウン リストからSAM E51 Curiosity Nano評価用キットを選択します。 
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図1-2. デバイスの選択 

 
 

8. [Next]をクリックします。 
9. 左側ナビゲーション バーで[Select Compiler]をクリックします。 
10. [Select Compiler]プロパティページでXC32のオプションのリストを展開し、[XC32 (v4.35)]を選択し

ます。 
11. [Next]をクリックします。 
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図1-3. XC32コンパイラの選択 

 
 

12. 左側ナビゲーション バーで[Select Project Name and Folder]をクリックし、[Select Project Name 
and Folder]プロパティページで以下を設定します。 
a. [Project Name]: 「dgi_gpio_sam_e51_cnano」と入力します(これはプロジェクトの名前を設

定する際にMPLAB X IDEのプロジェクトに表示される名前です)。 

b. [Project Location]: [Browse]をクリックし、「C:\microchip\h3\tech_brief」を選択します(これ

は新規プロジェクトのルートフォルダへのパスです)。このフォルダに全てのプロジェクト ファ

イルを保存します。プロジェクトの保存場所は、有効であればどのような場所でも可能です。 

c. [Project Folder]: 読み出し専用の内容です(上記の項目に変更を加えると自動的に更新されます)。 
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図1-4. プロジェクト名とフォルダの設定 

 

13. [Finish]をクリックするとMCCが起動します。 
14. 以下の図に示すように、MCCプラグインが新しいウィンドウで開きます。 

図1-5. MPLAB® Code Configuratorウィンドウ 
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1.1 MPLAB Harmonyコンポーネントの追加と設定 
MCCでMPLAB Harmonyのコンポーネントを追加、設定するには以下のステップを実行します。 

1. MCCウィンドウで[Project Graph]をクリックします。 
2. [Plugins]ドロップダウン リストから必要なコンフィグレーション ウィンドウを選択します。 

図1-6. MPLAB® Code Configuratorプラグイン 

 
 

3. ドロップダウン リストで[Clock Configuration]を選択し、[Clock Easy View]ウィンドウを開いて

[Main Clock]が120 MHzに設定されている事を確認します。 

図1-7. MPLAB® Code ConfiguratorでのCPUクロックの設定 

 
 

4. [Project Graph]ウィンドウで[System]モジュールを選択します。右側の[Configuration Options]プ
ロパティページで以下のように設定し、遅延(DGI GPIOトグルの遅延)用のSysTickタイマを有効化し

ます。 
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図1-8. MPLAB® Code ConfiguratorでのSysTickの設定 

 

5. [Plugins]ドロップダウン リストから[Pin Configuration]ウィンドウを開き、以下のようにピンを設定

します。 

図1-9. [Pin Settings]ウィンドウでのDGI GPIOピンの設定 

 

 
Note: PB30はSAM E51 Curiosity Nano評価用キットでDGI GPIO (DBG2)として使われます。詳細は

『SAM E51 Curiosity Nano Evaluation Kit User Guide』を参照してください。 

https://ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/MCU32/ProductDocuments/UserGuides/SAM-E51-Curiosity-Nano-User-Guide-DS70005432.pdf
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図1-10. SAME51 Curiosity Nanoのピン配置 

 
 

1.2 コードの生成 
周辺モジュールの設定が完了したら、[Resource Management [MCC]]をクリックしてから[Generate]
をクリックしてコードを生成します。 

図1-11. コードの生成 
 

 
 

Note: コードが生成されると、32ビットMCC Harmony v3プロジェクトにファイルとフォルダが追加さ

れます。生成コード内でSysTickモジュールとPORTモジュール用の周辺モジュール ライブラリ ファイ

ルが生成されている事を確認します。MCCによりmain.cファイルが生成されます。 

Note: MCCでは生成されるファイルの名前を変更できます。変更しない場合、既定値でファイル名

main.cが生成されます。 
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2. プロジェクトへのアプリケーション ロジックの追加 
アプリケーションを開発して実行するには以下のステップを実行します。 

1. SysTickタイマを開始するには、プロジェクトのmain.cファイルを開いて以下のコードを追加しま

す。 

 
2. whileループ内に以下のコードを追加し、DGI GPIOが既定値レートの250 msでトグルするようにし

ます。 

 

図2-1. main.cへのアプリケーション ロジックの追加 
 

 
 
 

 

SYSTICK_TimerStart(); 

DGI_GPIO_Toggle(); 
SYSTICK_DelayMs(250); 
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3. アプリケーションのビルドとプログラミング 
1. SAM E51 Curiosity Nano評価用キットはEDBG(組み込みデバッガ)を使ったデバッグをサポートして

います。Type-Aオス - Micro-B USBケーブルをSAM E51 Curiosity Nano評価用キット上のMicro-B 
USBポートに接続し、USBからキットの電源を供給してデバッグを開始します。 

図3-1. ハードウェア 
 

 
 

2. MPLAB X IDEの[Project Properties]ウィンドウで[Hardware Tool and Compiler]を選択し、以下のス

テップを実行します。 
a. 左側の[Categories]ナビゲーション バーで[Conf: [default]]を選択し、右側の[Configuration]プ

ロパティページで[Connected Hardware Tool]と[Compiler Toolchain]を選択します。 

図3-2. プロジェクトのプロパティ 
 

 

3. [Apply]をクリックしてから[OK]をクリックします。 
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4. プロジェクトをビルドするには、[Clean and Build]アイコンをクリック(またはドロップダウン リス

トから[Clean and Build Main Project]を選択)し、プロジェクトが正常にビルドされる事を確認しま

す。これによりアプリケーション コードを実装できるようになりました。 

図3-3. クリーンとビルド 
 

 
 

5. 以下の枠で囲んだアイコンをクリックしてアプリケーションをプログラミングします。 

図3-4. デバイスのプログラミング 
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4. MPLAB Data Visualizerによる出力の観察 
1. アプリケーションのビルドとプログラミングが完了したら、以下の枠で囲んだアイコンをクリック

してMPLAB Data Visualizerを開きます。 

図4-1. MPLAB® Data Visualizerの起動 
 

 

 
Note: MPLAB Data Visualizerは[Windows] > [Debugging] > [Data Visualizer]を選択しても起動できま

す。 
2. 以下に示す[Play]アイコンをクリックしてDGI GPIO信号のキャプチャを開始します。 

図4-2. DGI GPIO信号のキャプチャ 
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3. [Plot Raw]を選択してDGI GPIOデータを可視化し、[Close]をクリックします。 

図4-3. データ可視化オプションの選択 
 

 

4. [Time Plot]でトグルレート250 msのDGI GPIOトグルを観察できます。 

図4-4. MPLAB® Data VisualizerへのDGI GPIO出力 
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5. 参考資料 
• MPLAB® Data Visualizerユーザーガイド 
• 32ビット マイクロコントローラ関連情報およびソリューションは以下を参照してください。 

ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/MCU32/ProductDocuments/ReferenceManuals/ 
32-bit-Microcontroller-Collateral-and-Solutions-Reference-Guide-DS70005534.pdf 

• MPLAB® Harmony v3の詳細はMicrochip社ウェブサイト (https://www.microchip.com/en-us/tools-
resources/configure/mplab-harmony と https://microchipdeveloper.com/xwiki/bin/view/software-tools/ 
harmony/)を参照してください。 

• 各種アプリケーションの詳細は以下を参照してください。 
– github.com/Microchip-MPLAB-Harmony/reference_apps 
– Getting Started with CNano (MPLAB Tools) | MPLAB® Data Visualizer 

• サンプル アプリケーションは、以下のウェブサイトの見出し「Software」の下にあるGetting Started 
Application with SAM E51 Curiosity Nano Evaluation Kitを参照してください。 
www.microchip.com/en-us/development-tool/EV76S68A 

• SAM E51 Curiosity Nano評価用キット 
• SAM D21 Curiosity Nano評価用キット 
• PIC32CM MC00 Curiosity Nano評価用キット 

 
 
 

https://ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/DEV/ProductDocuments/UserGuides/50003001.pdf
http://ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/MCU32/ProductDocuments/ReferenceManuals/32-bit-Microcontroller-Collateral-and-Solutions-Reference-Guide-DS70005534.pdf
http://ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/MCU32/ProductDocuments/ReferenceManuals/32-bit-Microcontroller-Collateral-and-Solutions-Reference-Guide-DS70005534.pdf
https://www.microchip.com/en-us/tools-resources/configure/mplab-harmony
https://www.microchip.com/en-us/tools-resources/configure/mplab-harmony
https://microchipdeveloper.com/xwiki/bin/view/software-tools/harmony/
https://microchipdeveloper.com/xwiki/bin/view/software-tools/harmony/
https://github.com/Microchip-MPLAB-Harmony/reference_apps
https://www.youtube.com/watch?v=eZcVEpS4WWs
https://www.microchip.com/en-us/development-tool/EV76S68A
https://www.microchip.com/en-us/development-tool/ev76s68a
https://ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/MCU32/ProductDocuments/UserGuides/SAMD21-Curiosity-Nano-Evaluation-Kit-User-Guide-DS70005409D.pdf
https://ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/MCU32/ProductDocuments/UserGuides/PIC32CM-MC00-Curiosity-Pro-User-Guide-DS70005440A.pdf


TB3355 
 

  Technical Brief DS90003355A_JP – p. 16 
© 2025 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries 

Microchip社の情報 
Microchip社ウェブサイト 
Microchip社はウェブサイト(www.microchip.com)を通してオンライン サポートを提供しています。当

ウェブサイトでは、お客様に役立つ情報やファイルを提供しています。以下を含む各種の情報をご覧に

なれます。 

• 製品サポート - データシートとエラッタ、アプリケーション ノートとサンプル プログラム、設計リ

ソース、ユーザーガイドとハードウェア サポート文書、最新のソフトウェアと過去のソフトウェア 

• 技術サポート - FAQ(よく寄せられる質問)、技術サポートのご依頼、オンライン ディスカッション グ
ループ、Microchip社のデザイン パートナー プログラムおよびメンバーリスト 

• ご注文とお問い合わせ - 製品セレクタと注文ガイド、最新プレスリリース、セミナー/イベントの一

覧、お問い合わせ先(営業所/正規代理店)の一覧 

製品変更通知サービス 
Microchip社の製品変更通知サービスは、お客様にMicrochip社製品の最新情報をお届けする配信サービス

です。ご興味のある製品ファミリまたは開発ツールに関する変更、更新、リビジョン、エラッタ情報を

いち早くメールにてお知らせします。 

http://www.microchip.com/pcnにアクセスし、登録手続きをしてください。 

お客様サポート 
Microchip社製品をお使いのお客様は、以下のチャンネルからサポートをご利用頂けます。 

• 正規代理店 
• 技術サポート 

サポートは正規代理店にお問い合わせください。本書の最後のページに各国の営業所の一覧を記載して

います。 

技術サポートは以下のウェブページからもご利用頂けます。www.microchip.com/support 

Microchip社のデバイスコード保護機能 
Microchip社製品のコード保護機能について以下の点にご注意ください。 

• Microchip社製品は、該当するMicrochip社データシートに記載の仕様を満たしています。 
• Microchip社では、通常の条件ならびに動作仕様書の仕様に従って使った場合、Microchip社製品のセ

キュリティ レベルは、現在市場に流通している同種製品の中でも最も高度であると考えています。 

• Microchip社はその知的財産権を重視し、積極的に保護しています。Microchip社製品のコード保護機

能の侵害は固く禁じられており、デジタル ミレニアム著作権法に違反します。 

• Microchip社を含む全ての半導体メーカーで、自社のコードのセキュリティを完全に保証できる企業

はありません。コード保護機能とは、Microchip社が製品を「解読不能」として保証するものではあ

りません。コード保護機能は常に進化しています。Microchip社では、常に製品のコード保護機能の

改善に取り組んでいます。 

法律上の注意点 
本書および本書に記載されている情報は、Microchip社製品を設計、テスト、お客様のアプリケーション

と統合する目的を含め、Microchip社製品に対してのみ使う事ができます。それ以外の方法でこの情報を

使う事はこれらの条項に違反します。デバイス アプリケーションの情報は、ユーザーの便宜のためにの

み提供されるものであり、更新によって変更となる事があります。お客様のアプリケーションが仕様を

https://www.microchip.com/
https://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
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満たす事を保証する責任は、お客様にあります。その他のサポートはMicrochip社正規代理店にお問い合

わせ頂くか、https://www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-servicesをご覧くださ

い。 

Microchip社は本書の情報を「現状のまま」で提供しています。Microchip社は明示的、暗黙的、書面、口

頭、法定のいずれであるかを問わず、本書に記載されている情報に関して、非侵害性、商品性、特定目

的への適合性の暗黙的保証、または状態、品質、性能に関する保証をはじめとするいかなる類の表明も

保証も行いません。 

いかなる場合もMicrochip社は、本情報またはその使用に関連する間接的、特殊的、懲罰的、偶発、的ま

たは必然的損失、損害、費用、経費のいかんにかかわらず、またMicrochip社がそのような損害が生じる

可能性について報告を受けていた場合あるいは損害が予測可能であった場合でも、一切の責任を負いま

せん。法律で認められる最大限の範囲を適用しようとも、本情報またはその使用に関連する一切の申し
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各国の営業所とサービス 
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